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現代社会の課題の取り組み方 

高沼・宇佐美 

 5月分の課題お疲れ様でした！ 

 6月上旬分の課題の取り組み方を以下に記載します。 

 前回から変更になった部分もあるので、必ず確認をお願いします。 

[課題一覧] 

・現代社会の課題⑤～⑦ ・現代社会の課題 解答用紙 

・現代社会の確認テスト(問題) ・現代社会の確認テスト(解答) 

・現代社会記述課題 ・記述課題解答用紙 

[取り組み方] 

現代社会の課題 

 各課題右上部の教科書の該当ページを参照し、空欄の解答を導いて下さい。 

 解答は『現代社会の課題 解答用紙』に記入して下さい。 

現代社会の確認テスト 

 課題⑤～⑦のまとめ問題になっています。自分の理解度をはかる目安として学習してください。 

記述課題 

 教科書、書籍、インターネット等を利用して情報を収集し、調べたことをまとめてください。 

[取り組む上でのヒント] 

現代社会の課題 

 教科書で解答が分からなかった場合、資料集等も活用して下さい。 

現代社会の確認テスト 

 今回は提出を求めませんが、学校再開後のテストでは確認テストからの出題も予定しています。 

 模範解答を付けているので、自分のペースでの学習をオススメします。 

記述課題 

 社会で起きている様々な問題に目を向けてもらうための課題です。自分の意見よりも、どれだけ

深く調べられているかを重視します。色々な資料を読み、自分なりの言葉でまとめてみてくださ

い。 

[提出物] 

 『現代社会の課題 解答用紙』『記述課題解答用紙』の 2つ 

 ※他の現代社会の課題は、学校再開後使用する予定ですので、印刷し各自保管しておいて下さ

い。 

[その他・備考] 

 課題は成績評価の対象になります。 

 空欄の解答で分からなかった問は、未記入で提出しても構いません。 

 課題を取り組む上で不明点があれば、海国の高沼まで連絡して下さい。 
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現代社会 ⑤ ～哲学と人間～   教科書：p.40～41 

2節 よりよく生きることを求めて 

1. 哲学と人間 

 (1) 人間とは何か 

 フランスの哲学者(①       ) の言葉 … 「人間は(②        )である」 

(葦…水辺に群生する多年草→人間は弱い生き物とする例え) 

→ 人間は、考えることで、優位に立つことができた。 

 現代社会には、様々な問題が存在している。 

例)環境問題、核問題、資源・エネルギー問題 

      → これら問題を解決するためには、考えることが欠かせない。 

      → 人間がものの考え方を問い始めた頃の(③        )にまで遡って、様々な

考え方に触れていこう 

 

 (2) ギリシャ思想 

 Ⅰ ソクラテス 

 キーワード ： 「よく生きる」・「無知の知」 

 「人間は人間として最も肝心なことを知らない」ということを自覚すべき 

＝「(④      を知れ)」 → 「無知の知」を知れ。 

☆ギリシャ語で Philosophiaという。哲学（Philosophy）の語源。 

→ よく考えて、よく生きることが大切。 

 

 Ⅱ プラトン  ※ (⑤         )の弟子 

キーワード ：理想主義・イデアとエロス 

 理想的で永遠なるもの＝イデア 

→人間の魂は、かつてイデア界にいたが、 

 肉体を得たことでそのことを忘れてしまっている。 

→ かつてのイデア界を思い出すための知的な営みを(⑥      )という。 

 理想の政治は、愛知者哲人が行うべき＝(⑦        )を理想とした。 

 

 Ⅲ アリストテレス  ※ (⑧        )の弟子 

キーワード ： 現実主義・万学の祖 

 人間は国家社会から離れて生きられない。 

＝「人間は国家的(社会的)動物」 

→ 正義や友愛などの(⑨    )が大切。 

 

☆古代ギリシャの哲学は、キリスト教と並んで西洋思想の源流を成す。 

 

 

 

 

 

 



3 
 

 

 (3) 中国の思想 

 古代中国( 春秋・戦国時代 )は、長い戦乱の時代であった。 

→ 他国に打ち勝つための政策や、平和で理想的な社会・国家を求め

る思想など、 

  様々な考えが生み出された。 

→ (⑩        )とよばれる多くの思想家たちが活躍した。 

 

 Ⅰ 儒家 

キーワード ： 仁・礼 

 始祖：(⑪    ) (前 551頃～前 479年) ※ 魯出身 

→ 人を愛すること、近親者への自然な情愛 ＝ 仁を重視。 

  仁 を形式化したものである(⑫   )をしていくことを求めた。 

↓ 

 孔子の弟子である、孟子は、性善説を唱え。 

  人間の本性は善であるという考え方 

同じく弟子である、荀子は、性悪説を唱えた。 

       人間の本性は悪であるという考え方 

→ だから礼で矯正する 

↓ 

 時代を経て、宋代には、朱子によって朱子学が大成され、 

明代には、王陽明によって陽明学が大成された。 

→ これらは、日本をはじめ東アジアに広まり、大きな影響を与えた。 

 ☆儒家は、思想・哲学でもあり、宗教(儒教)でもあり、学問(儒学)でもある。 

 

 Ⅱ 道家 

キーワード ： 「無為自然」 

 始祖 ： (⑬    )(生没年不明)・(⑭    )( 生没年不明) 

 万物は道(タオ)から生じ、道(タオ)に帰っていく。 

→ 自然にまかせていく(＝無為自然)こそ人の本来のあり方だと主張。 

 → 仁義を重んじるようになったのは、(無為自然の道)が廃れたから 

↓ 

 後に、神仙思想(古代中国の神秘思想)を取り込み、道教という形で宗教化。 
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現代社会 ⑥ ～宗教と人間～    教科書：p.42～43 

2. 宗教と人間 

 (1) 宗教とは何か 

  宗教…わたしたちの力を超える神・仏・(①      )など絶対的な力の存在を信じ、敬

い、恐れる信仰のことを言う。 

     信者は、組織を形成し、一定の教義や儀礼・戒律をともない、生活全般に関係される。 

 宗教の分類 

 (②        ) …生物・無機物を問わず、あらゆるものに霊魂が宿っているというも

の。 

  世界中にそのような信仰の形は見られる。 

 (③         ) …特定の民族の伝統や習慣に深く結びついているもの。 

   民族の団結に役立つが、時に排他的・独善的になることもある。 

 例) ユダヤ教/神道 

 世界宗教… 単一の民族だけでなく、多くの民族に共通して信仰される宗教。 

   民族の壁を越えた、普遍的な教義をもつ。 

   → (④    )・(⑤        )・(⑥        )の

三つを 

    三大世界宗教という。 

 (2)仏教 

 創始者： (⑦             ) (前 563年～前 483年？) 

 基本的な教え 

Ⅰ 緑起の法… あらゆる存在は成立条件(＝緑)により、仮に成り立っている(＝起) 

    → それ自体で存在するものはなく、永遠不変の実体はない。 

     (⑧        )  (⑨        ) 

    → 万物の相関の原理を理解すれば、解脱が可能となる。 

Ⅱ 四諦      …悟りにいたる道筋である四つの真理。 

     この世は苦である(苦諦) → 苦の原因は欲望(煩悩)である(集諦)  

→ 執着を無くせば苦をなくせる(滅諦) → 正しい修行を行い涅槃に至る

(道諦) 

Ⅲ 八正道     … 仏教の悟りに至る八つの正しい真理 

    → これを実践するものに慈悲の心が宿る。 

☆ 仏教の教えの特徴は、神が救うのではなく、個々人の実践によって救いを得るというもの。 

 宗派 

Ⅰ上座部仏教   … 伝統をそのまま守ろうとする一派。 

      タイ・スリランカなど東南アジアに伝わる。 

      ＝南伝仏教 

Ⅱ(⑩      )… ブッダを慕い、崇拝し、衆生の救済を重視する。 

      日本・朝鮮・中国などに伝来。 

      ＝北伝仏教 
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(3)キリスト教 

 創始者： (⑪      ) (前 4頃～後 30頃) 

 聖典 ： 旧約聖書・新約聖書 

 基本的な教え 

Ⅰ神の愛 … 神の人間に対する無償の愛。 

 

Ⅱ隣人愛    同胞を神からつくられたものとしてお互いに愛すること。 

      → (⑫      )を原型とする。 

★キリスト教の教えは、イエスの弟子たち(使徒)によって教義が確立され、伝道された。 

        (⑬      )やペテロなど 

 宗派 

☆(⑭        ) … 普遍的の意味 

           世界最大のキリスト教会で、南ヨーロッパ、ラテンアメリカに信者が

多い。 

  ☆東方正教会… 正統派のうち、カトリック教会を除く東方の教会。 

      ギリシア正教会、ロシア正教会など。 

  ☆プロテスタント… ルターやカルヴァンの教説を支持するキリスト教の宗派。 

  ※近年では、各宗派間の交流がさかん 

(4) イスラム教 

 創始者： (⑮         ) (570頃～632) 

 聖典 ：(⑯       【コーラン】 ) 

 

 基本的な教え 

Ⅰ 唯一神(⑰       )への絶対的帰依 

Ⅱ 偶像崇拝の禁止 

Ⅲ (⑱        ) … 6つの信じるもの(六信)と、5つの行うこと(五行)。 

   六信 … アッラー、天使、啓典、預言者、来世、天命 

   五行 … 信仰告白、礼拝、喜捨、断食、巡礼 

☆ イスラム教の教えは、神への奉仕、信徒同士の相互扶助が特徴。 

  また、ユダヤ教・キリスト教を啓典の民として扱う。 

 宗派 

Ⅰ スンナ派 … 多数派の宗派。『クルアーン』とイスラム教の習慣(スンナ)を重視する。 

Ⅱ シーア派 … 少数派の宗派。第 4代カリフ アリーの子孫を正統と認める。＝血族を重視。 

     イランなどで信仰されている。 
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現代社会 ⑦ ～近代科学の考え方・人間の尊厳～  教科書：p. 44～48 

※文中の同じ数字の空欄には、同じ語句が入ります 

3. 近代科学の考え方 

 (1) 人間中心主義 

 中世のヨーロッパはキリスト教が中心。＝神や教会が中心の考え方。 

↓ 

 14世紀頃から、イタリアでルネサンスが起こる。 

   再生という意味。古代ギリシア・ローマ文化などの復興

運動。 

 16世紀には、(①        )が起こり、カトリック教会の権威に対して批判が行われ

た。 

ドイツではルター、スイスではカルヴァンが中心となった。 

⇒ (②          )の時代になっていった。 

 → 物事を論理的に考え、判断していく時代になった。 

 ＝ (③    )を頼りに生きていく時代。 

↓ 

 16～17世紀にかけて、近代科学が発展。 

代表的人物 … (④         )、ガリレオ・ガリレイ、ケプラーなど 

 また、同じ頃に人間らしい生き方について考える(⑤        )も登場。 

代表的人物 … (⑥           )、パスカルなど 

 ☆ 人間中心主義の社会になったことで、人々は合理的に物事を考えるようになった。 

 (2) イギリス経験論 

 代表的人物 ： (⑦          ) (1561～1626年) 

 キーワード ： 帰納法 ・「 知は力なり 」 

 人間は(⑧           )によって偏見におちいる。 

→ あらゆる物を(⑨    )・(⑩    )し、多くの経験的事実を集め、一般的法則を見

つけることを重視。＝(⑪      ) 

 自然から学び取った知識は自然を支配し人類の生活を改善していく力になる。＝「知は力な

り」 

 (3) 大陸合理論 

 代表的人物 ： (⑫          ) (1596～1650年) 

 キーワード ： 演繹法 ・ 方法的懐疑 

 すべての感覚や経験を疑った。＝(⑬          ) 

→ 疑うものとしての「 わたし 」は疑うことができない。 

＝ 「われ思う、ゆえにわれあり」 

⇒ 疑う余地がないものから必然的な結論を導くことを重視。＝ (⑭      ) 

       ☆ 物事を合理的に考えられるようになるためにはどちらの考え方も必要！ 
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4. 人間の尊厳 

 (1) 自律としての自由 

 ドイツのカント (1724～1804年)いわく … 

「 ～ がしたいから … する」という仮言命法に従っているのは、自由でない。 

人間は、「 ～ すべし」という定言命法を自身の理性によって打ち立てている。 

→ 道徳法則に従う自由を自覚している。 

＝(⑮              )を自覚している。 

 (⑮              )をもっていることこそ、人間が人格をもっていることの

証明であり、尊厳ある存在にしている。 

→ 人間を手段として利用してはならない。 

→ お互いに尊重しあう社会＝(⑯「       」)を築くことが平和につながる。 

 

 (2) 人倫の中での自由 

 ドイツのヘーゲル (1770～1831年)は、カントの自由は独善におちいる危険があるとした。 

→ 自由は、主観的な道徳性と客観的な法を統合した(⑰    )の中で実現される。 

 (⑰    )は、家族・市民社会・国家の三段階がある。 

家族は、愛によって結ばれており、個人の自由を意識しない。 

市民国家は、労働を通じ、自身を形成するが、人と人との結びつきが弱い。 

 家族と市民社会が統合された存在として国家があらわれる。 

 対立しあう二つの概念が、高い次元で統一・統合されるという考え方を(⑱      )と

いう。 

→ ヘーゲルはすべての物事がこの理論に従って運動していると考えた。 

 ※ カントとヘーゲルは、ドイツ観念論の哲学者に分類される。 

 

 (3) 個人の自由と社会正義 

 個人の幸福の追求と、社会の正義を調和させるにはどうしたらいいか。 

→ ベンサムや J.Sミルが支持した(⑲       )が一つの答え。 

 ベンサム (1748～1832年) いわく …  

人間は快楽を求め、苦痛を避ける。 

→ 快楽をもたらす行為には報償を、苦痛をもたらす行為には制裁を与えるようにする。 

→ 社会は人々の総和である。 

＝「 ⑳(                  ) 」が実現されるようにするのが望ましい。 

 ベンサムの弟子  J.Sミル(1806～73年)は、（⑲       ）を修正。 

→ 物理的快楽より精神的快楽の方が重視されるとした。 
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現代社会 課題 解答用紙 

                        [  組  番] [名前         ] 

 現代社会課題⑤～⑦のプリントの解答を、以下の該当の欄に記入して下さい。 

 ※注意点等は、『現代社会の課題の取り組み方』の内容を参照してください。 

現代社会 課題⑤ 

① ② ③ ④ ⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 

 

現代社会 課題⑥ 

① 
 

② 
 

③ 
 

④ ⑤ 

⑥ 
 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

⑪ 
 

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 

⑯ 
 

⑰ ⑱ 

 

現代社会 課題⑦ 

① 

 

② ③ ④ ⑤ 

⑥ 

 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

⑪ 

 

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 

⑯ 

 

⑰ ⑱ ⑲ ⑳ 

 

 

解答の書き間違い、名前の記入漏れ等がないか、確認して下さい。 

このプリントは、他の課題と同様に郵送にて提出して下さい。 

 

お疲れ様でした！！ 
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現代社会確認テスト 模範解答(プリント⑤～⑦) 

【名前          】 

下記の各問の空欄にあてはまる正しい語句を記入してください。 

・フランスの哲学者であるパスカルは、「人間は【①】である」とし、人間は考えること

で優位にたつことが出来るとした。 

①【      】 

・ギリシャ思想の哲学者であるアリストテレスは、プラトンの弟子であり、人間は【②】

から離れて生きられないとした。 

②【      】 

・古代中国は長い戦乱の時代であり、平和で理想的な社会・国家を求め、様々な考えが生

み出された。この時代背景の中、【③】と呼ばれる多くの思想家が活躍した。 

③【      】 

・儒家の始祖は孔子とされている。孔子の弟子である孟子は、人間の本性は善であるとす

る【④】を唱えた。 

④【      】 

・道家の始祖は、老子と荘子とされている。道家は、神仙思想を取り込み【⑤】という形

で宗教化した。 

⑤【     】 

・宗教の分類の 1つである【⑥】は、生物・無機物問わず、あらゆるものに霊魂が宿って

いると考えている。 

⑥【        】 

・多くの民族に信仰されている宗教である、仏教、キリスト教、イスラム教は、【⑦】と

呼ばれている。 

⑦【        】 

・仏教の創始者は【⑧】である。 

⑧【          】 

・キリスト教の基本的な考えである隣人愛とは、同胞を神からつくられたものとしてお互

いを愛する行為である。隣人愛は【⑨】を原型としている。 

⑨【      】 

・イスラム教は、唯一神である【⑩】を絶対的帰依としている。 

⑩【      】 
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・中世ではキリスト教に基づく、神や教会の考えが中心であったが、ルネサンスや宗教改

革により【⑪】の時代になっていった。 

⑪【        】 

・F ベーコンは、人間はイドラ(幻影・偶像)によって偏見におちいるので、あらゆる物を

観察・実験し、多くの経験的事実を集め、【⑫】を見つける帰納法を重視した。 

⑫【       】 

・デカルトは疑う余地がないものから必然的な結論を導く【⑬】を重視した。 

⑬【      】 

・ヘーゲルは、対立しあう二つの概念が、高い次元で統一・結合される考え方を【⑭】と

し、すべての物事がこの理論に従って運動していると考えた。 

⑭【      】 

・ベンサムと J.S ミルが支持した【⑮】という考えは、個人の幸福追求と社会の正義を調

和させるための一つの答である。 

⑮【      】 
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現代社会確認テスト 模範解答(プリント⑤～⑦) 

【名前          】 

下記の各問の空欄にあてはまる正しい語句を記入してください。 

・フランスの哲学者であるパスカルは、「人間は【①】である」とし、人間は考えること

で優位にたつことが出来るとした。 

①【考える葦】 

・ギリシャ思想の哲学者であるアリストテレスは、プラトンの弟子であり、人間は【②】

から離れて生きられないとした。 

②【国家社会】 

・古代中国は長い戦乱の時代であり、平和で理想的な社会・国家を求め、様々な考えが生

み出された。この時代背景の中、【③】と呼ばれる多くの思想家が活躍した。 

③【諸子百家】 

・儒家の始祖は孔子とされている。孔子の弟子である孟子は、人間の本性は善であるとす

る【④】を唱えた。 

④【性善説】 

・道家の始祖は、老子と荘子とされている。道家は、神仙思想を取り込み【⑤】という形

で宗教化した。 

⑤【道教】 

・宗教の分類の 1つである【⑥】は、生物・無機物問わず、あらゆるものに霊魂が宿って

いると考えている。 

⑥【アニミズム】 

・多くの民族に信仰されている宗教である、仏教、キリスト教、イスラム教は、【⑦】と

呼ばれている。 

⑦【三大世界宗教】 

・仏教の創始者は【⑧】である。 

⑧【ゴータマ・シッダッタ】 

・キリスト教の基本的な考えである隣人愛とは、同胞を神からつくられたものとしてお互

いを愛する行為である。隣人愛は【⑨】を原型としている。 

⑨【アガペー】 

・イスラム教は、唯一神である【⑩】を絶対的帰依としている。 

⑩【アッラー】 
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・中世ではキリスト教に基づく、神や教会の考えが中心であったが、ルネサンスや宗教改

革により【⑪】の時代になっていった。 

⑪【人間中心主義】 

・F ベーコンは、人間はイドラ(幻影・偶像)によって偏見におちいるので、あらゆる物を

観察・実験し、多くの経験的事実を集め、【⑫】を見つける帰納法を重視した。 

⑫【一般的法則】 

・デカルトは疑う余地がないものから必然的な結論を導く【⑬】を重視した。 

⑬【演繹法】 

・ヘーゲルは、対立しあう二つの概念が、高い次元で統一・結合される考え方を【⑭】と

し、すべての物事がこの理論に従って運動していると考えた。 

⑭【弁証法】 

・ベンサムと J.S ミルが支持した【⑮】という考えは、個人の幸福追求と社会の正義を調

和させるための一つの答である。 

⑮【功利主義】
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現代社会記述課題    

 

問 現代社会の抱える問題のなかで、あなたが最も関心を持つテーマを下記の選択肢から

１つ選び、次の①～④について、インターネットや書籍等で調べ、まとめなさい。自

分の意見よりも、どれだけ深く調べているかを重視します。色々な資料を読み、自分

の言葉でまとめてみてください。当然「コピペ」は禁止です。 

 

 ①何が問題となっているのか、その問題は社会にどのような悪影響をもたらすのか 

 ②いつ頃から、なぜ、社会問題となったのか、その経緯と原因 

 ③その問題の解決に向けて、日本及び世界ではどのような取り組みがなされてきたか 

 ④問題の解決のために、今後乗りこえなければならない課題は何か 

 ※それぞれの段落の始まりには、①～④を忘れずに記入すること。 

 

【選択肢】 

A 地球温暖化をはじめとする環境問題 

B 化石燃料や原発などに関する資源・エネルギー問題 

C バイオテクノロジー、AI技術、情報化の発展などの技術進歩が今後の社会にもた

らす問題 

D 少子高齢化や人口減少などの人口問題 

E 経済格差や教育格差など、国内および国家間の格差問題 

F 自衛隊の在り方や、集団的自衛権の解釈など、平和主義に関わる問題 

G 新型コロナウィルスの蔓延に関する問題 

 

※上記 A～Gはどれも大きなテーマなので、より具体的に内容を絞っても構いません（例

えば、Aの環境問題を選択して、「砂漠化」に絞ることも可能です）。アルファベット

から大テーマを 1つ選択したうでで、何について記述したのかが分かるように、解答用

紙の「タイトル」に記入すること。 

※分量は、最低 2枚とします。多くなる分には構わないので、解答用紙が足りない場合は

必要な枚数を印刷し、それぞれに名前と、【○枚中の○枚目】の部分にページ数を記入

すること。
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現代社会 記述課題 解答用紙 

                        [  組  番] [名前         ] 

 

選択したテーマ 
(アルファベットを記入) 

 
 タイトル（具体的にどのような社会問題を取り上げたのかわかるように） 

「                               」 
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現代社会記述課題                  [名前       ]【  枚中の  枚目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


